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Tokai Challenger 2023 に適用した新しい複合材料･構造

③ Nose cover
NF＋balsa flake

ソーラーカーボディ部品として形状的に
理解しやすく、手に取って感触を確か
めやすいサイズであり、PRツールに適す。
また通信電波の透過性が問われる部
位でもあり当該材料の採用は理に適
う。

⑥ Fr tire cover R/L
rCF-paper+core flake
カーボンペーパーの適度な伸びと耐衝
撃性、コアフレークとの高い密着性が
期待できる。

① Upper body
高弾性極薄開繊ppg+core flake

最も軽量化が重心高に効く部位であるが形状
的に剛性確保が難しくサンドイッチパネル構造の
比剛性向上を追求する

② Lower body
中弾性極薄開繊ppg+core flake

車体主構造を担い、形状や構造面で剛性が
確保されるので、幾分強度を重視した材料選
定を採るが、重心の前方化を図るため後方部
の積層構成は、最軽量仕様とする。

④ Roll hoop
高強度CFRP

強度が重視される構造部分に
は、高強度系のCFを適用し、
高い安全性の確保と軽量化の
両立を図る。

⑦ Rr tire cover 
NF+core flake

フロント同様の条件であるが、新規材料の適性
比較の観点からナチュラルファイバーを適用する。

⑤ Cockpit-inner
rCF-paper

軽量化のため極薄積層構成となるコク
ピット内装面の保護を目的に表層にリ
サイクルカーボンペーパー層を設定し、
メンテナンスやドライバー交代時の損傷
リスクを軽減する。

⑧ Wheel
ハイエンドCFRP＋Rohacell(HF31)
トラックバイクホイール開発から得られた最新設
計思想と、T1100・M55および低密度コアの
適用による軽量化追求仕様。
チューブレス高内圧対応も可能。

Tokai Challenger 2023

2019年以降に創出された新しいアイデアや技術を最大限に活用し、チャレンジングな設計に挑みました。
また、従来の軽量低減や空気抵抗低減による環境技術力向上に留まらず、
Carbon neutrality、Circular economyに繋がる思想を強くして開発に臨みました。

＜材料＞高弾性系および高強度系炭素繊維、低密度スライスコア･コアフレークを要所に適用、
一方で植物由来繊維やリサイクル材の有効な適用可能性を探る

＜設計＞上記の組合せを最適化し、一般部のパネル構造重量400g/㎡を目指す。
また、19モデルから得た改善点を
精査して構造の効率化を図る

＜工法＞オートクレーブ成形を基本とするが、
省エネルギー成形法の採用可能性を
実地で探る

Core Slice Sheet
Thickness 0.5mm～5mm

Core Flake

infusion



製造工程

型～積層 バギング～オートクレーブ成形 接着組立
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車体構造

Roll Hoop

Upper Body

Lower Body

Rr Tire Cover

Fr Tire Cover

Cockpit-Inner

rCF材適用

rCF材適用

rCF材適用

高強度材適用
高強度材適用

高弾性材適用
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車体完成

車体全体重量：24.6kg
19モデルに対し約50%減



ご清聴ありがとうございました
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